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長期入院の児童の心理的支援

-A児に対する10か月の実践から一
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-From ten months practice dealing with subject child A一

Makiko Oshiro申 TakeshiUrasaki** 

病院内訪問学級に在籍する児童生徒は、学習の遅れ、前籍校の友達とのつながりが弱くなる

ことなど、長期入院に伴うさまざまな不安を抱えて過ごしている。こうした長期入院している

児童生徒のための訪問学級の役割のひとつとして、心理的安定への寄与がある。

そこで本研究では、実際に長期入院している小学校低学年の児童に対する10か月間の病院内

訪問での学習を通して、その心の動きを4つの時期に分けて報告し、必要な心理支援のあり方

について検証する。

Those children hospitalized for long-term and taking in-hospital lessons are under lots of s位'esses合om

being behind the study， weakening relationship with企iendsand many others. Under the circumstances， 

one of roles of in-hospital lessons is considered to provide supports for psychological stabilization to 

those children. 

Therefore， this study is to first repo抗 onhow the mind of a lower-grade elementary schooler hospitalized 

for long-term shifts企omone time period to another over ten months of observation during in-hospital 

lessons， then to verifシwhatpsychological supports are best suitable for each tIrne period. 

1. はじめに

訪問学級に在籍する児童は、治療への不安、学習

の遅れへの不安、前籍校の友達とのつながりが弱く

なることへの不安など、長期入院に伴うさまざまな

不安を抱えて過ごしている。

こうした長期入院している児童への病院内訪問学

級(以下、院内学級と記す)の役割として、①学習

の遅れの補完と学力保障、②自主性、社会性の酒養、

③心理的安定への寄与、④病気に対する自己管理能

力の育成、⑤治療上の効果などが考えられる(横田

監修、 2001Y。
本研究では、これらの訪問学級の役割の中で、長

期入院している児童の心理的安定への寄与につい
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て、「教師と児童の信頼関係を築く」、「他者とのつ

ながりを広げる」ことを中心にした実践事例をもと

に検証する。

11.研究の方法

1 研究対象

① A児

急性リンパ性白血病の 1年男子。 2歳の時に

発病し、 1年近い化学治療の後、寛解し、退院。

退院後保育園、幼稚園に通園し、元気に園生活

を送っていた。

小学校入学直前の 2月に再発し、 T病院に入

院。

小学校入学時は、居住地の小学校在籍であっ
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たが、寛解導入治療中で無菌室対応の状態で

あったため出席で、きなかった。入学式直後に院

内学級へ転学。無菌室対応解除を待って院内学

級で入学式をした。

骨髄移植をするため、 5月下旬にS病院に転

院。転院に伴い、 T病院の院内学級から S病院

の院内学級へ転級した。

素直で明るく人なっこい性格である。学習態

度はまじめで意欲があり、各教科とも理解力が

高い。

T病院に入院してから 8か月後に骨髄移植

をした。その後生着し、 3月中旬に退院。退院

後、免疫力、体力が回復する年度末まで院内学

級に在籍。

2 実践期間

平成23年6月~平成24年 3月

3 手続き

平成23年度の教育支援日誌および本人、保護

者への聞き取りの記録に基づいて述べる。

111.研究の結果

1 小学校低学年の心の変遷と心理支援

思春期を迎え、自我が確立し始めた長期入院中

の中学生の心の変遺について、阪中(2005Yiは、

その変遷を4つの時期に分けて分析している。こ

の長期入院している中学生と同様に、自我がまだ

きちんと確立していない小学校低学年の児童に

おいても入院による心の変遷は見られる。

そこで今回、阪中の変遷を参考にA児への心理

支援を以下の4つの時期に分けた。

(1) 転院直後(不安はありながらも治療を受け入

れようとする時期)

(2) 移植前(治療による体の反応に慣れ、移植へ

の不安と期待がある時期)

(3) 完全無菌室管理期(移植のため完全無菌室に

入っていた時期)

(4) 移植後(完全無菌室から出て転学するまでの

時期)

阪中の中学生への支援の分析と同じように、学

童低学年期の児童の心の変遷の時期に合わせた

心理支援を行うことは、児童の心の安定を図るこ

とにつながることをA児を対象にした4つの時期

の実践から報告する。

(1)転院直後 (5月下旬.........6月中旬)

① 本人、保護者とラポールをとる

〈エピソード 1: 5月30日〉

転院してからしばらくは無菌室での治療に

なった。副反応で幅吐、頭痛、めまいなどがあ

りベッドから起き上がれない日々が続いた。 A

児は、筆者と初対面だったので、筆者が会いに

行くと具合が悪くても起き上がろうとする様

子を見た。そして、「勉強は、何をしますか ?J

と聞いて、きつい体とをおして学習しようとし

た。「具合が悪い時はしっかり休んでいいんだ

よ。よくなったらがんばろうね。」と筆者が言

うと、「はい。」と申し訳なさそうに肱いて体を

横にした。

〈エピソード 2: 6月9日〉

A児の病室を訪ねると携帯型ゲーム機でロー

ルプレイング形式のゲームをやっていた。筆者

の姿を見るとすぐにゲームのスイッチを切ろ

うとしたので、「何やってるの?先生にも見せ

て。」と言ってゲーム機をのぞいた。 A児は少

しばつが悪そうな表情をしながら筆者にやり

かけのゲームを見せてくれた。

A9cがやっていたゲームを見て、「あっ、それ、

先生もやってるよ。」と話すと、 A児は、「ほん

と?俺のはブラックだよ。先生もブラック ?J

と、くだけた口調で聞いてきた。「違うよ。先

生がやっているのはホワイトだよ。」と答える

と、「じゃあ、俺のと交換してほしいのがある。

いい ?J と言って、交換してほしいと言ってい

たゲームのキャラクターを見せた。

それからしばらくの時間、 A児とゲームソフ

トの話題で盛り上がり、お互いにキャラクター

を交換し合ったり、ステージクリアの情報を教

えあったりすることを約束した。

② 前籍校との手紙や作品での交流

(エピソード 3: 6月13日〉

特活の時間に iC先生(前籍校の担任)が、 1

学期のめあてと自己紹介のカードを書いて欲

しいって言っているから書こうね。」と筆者が

言うと、 Aは、少し驚いた様子で「先生、 C先

生知っているの ?J と聞いた。筆者が、いつも

連絡を取り合っていて、 A児の情報や前籍校の

情報を交換し合っているのだと伝えると、「ふ

うん、そうなんだりと笑った。筆者が、「だか

らAが真面白に頑張っていたらそう言うし、怠

けたらやっぱり怠けてるって、正直に言うから
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ね。」とからかうと、「え~、いつも頑張ってるっ

て言ってよ。」と口をとがらせた。

そしてあわてて、筆者が差し出した自己紹介

カードを丁寧に書きだした。

「いつもこんな風にきれいに字を書いてくれ

たらなあ。いつもはもっと字が汚いですってC

先生にばらそうか ?J と筆者が言うと、「だめ、

乙れからはきれいに書くから言わないで。j と

筆者の手を引っ張って真剣な顔で言った。

〈エピソード 4:6月14日〉

自活の時間に「昨日のカードと一緒に手紙を

送るからC先生と 1年O組のみんなへの 2つ、

手紙を書こうね。」と筆者が言うと、 i1年O組

のみんなとは会ったことがないよ。何を書けば

いいの ?J と困った顔で聞いてきた。 A児の今

の様子と前籍校での様子を尋ねる内容を書く

よう促すと素直にその内容で 2枚の手紙を書

いた。「明日、この手紙と昨日のカードとこの

間書いた朝顔の絵日記をC先生に送るからね。J

と話すと、「返事くれるかな。Jとつぶやいた。

「きっと返事、来るよ。」と笑って言うと、 A児

も笑い返した。

その日のうちにA児の近況と作品と手紙を送

ることを前籍校の担任に連絡した。そして、 A

児がクラスの子どもたちからの返事を待って

いることを伝えた。

2週間後、前籍校からC先生とクラスの子ど

もたち全員からの返事が届いた。 C先生は子ど

もたちの手紙ひとつずつに書いた本人の写真

を貼ってくれていた。

A児は、自分あてのたくさんの手紙を見て驚

きながらもうれしそうに笑った。そして、手紙

を1つずつ読みながら、「先生、みんな俺が質

問したことに答えてくれているよ。」と声を弾

ませながら言った。

③考察

この時期のA児は、慣れない担任に気をつか

い、かつ学習したいのにできない状況にストレ

スを感じている様子だった。そこで、 A児の好

きなゲームキャラクターの話をしたり、 A児が

興味を持っていることを話題にしておしゃべ

りをしたりすることで、転院して学習環境が変

わったことへの不安を和らげた。

治療の副作用がひどく起き上がれない時で

も、出勤時と退勤時、そのほか午前と午後2回

ずつは病室に行きA児の様子を見て声をかけ
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た。病室を訪ねる時は必ず保護者と話し、保護

者ともラポールを取るように心がけた。

また、前籍校の担任にA児が転院してきた直

後に連絡を取り、 A児が入院している聞は、お

互いに連絡を密に取り合うことを確認し、勤務

先の電話番号以外に個人携帯の番号とメール

アドレスの交換をしあった。

エピソード 3、4以前にも 1度連絡し、 A児

の近況を伝え、前籍校の学習進度や使っている

教材などの確認をした。

A児の学習は、入院期間中は、前籍校に合わ

せて進めるようにし、教材やテストなども同じ

ものを使用した。また、テストの採点は、実際

は筆者がするのだが、 A児にはC先生が採点し

ていることにすると話し、それについて口裏を

合わせることを確認し合った。

C先生は、前籍校の教室にA児の作品コー

ナーを作って、共通の作品以外はそこに掲示す

ること、そしてクラス共通の作品は学級の児童

と同じように掲示することを伝えてきた。それ

以外にC児の靴箱や教室のロッカ一、机を用意

しであることも話してくれた。

自分の病気について知識の少ないA児は、転

院初期、新しい病院への入院や治療に対する不

安はあるが、新しい環境での生活への好奇心か

ら治療や学習を素直に受け入れようとする気

持ちがあった。

そこで、エピソード1"'4のような支援をす

ることで、 A児の治療や学習へのモチベーショ

ンを維持することに努めるととも に、 A児の

抱える不安に寄り添い、ラポールを取ることを

第 1に考えた心理支援を行った。

そして、前籍校に一度も通ったことないA児

に、前籍校へ復帰することを意識させるため

に、努めて前籍校の話題を出し、前籍校とのつ

ながりがあることを強調した。

その結果、 A児は新しい環境に短期間で適応

し、病室や院内学級で家庭での姿と同じような

様子を見せるようになったことが、母親の話か

ら分かつた。

また、 A児は、前籍校との交流で、まだ見た

ことないC先生や学級の仲間を自然に受け入れ

て、自分の学校、自分の先生、そして自分のク

ラスメイトが、自分の復帰を待っていてくれて

いるという意識を持つようになっていった。
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(2) 移植前 (6 月中旬~ 10下旬)

①担任に甘えるA児

〈エピソード 5: 6月27日〉

6月27日は麻酔しての骨髄検査があり、検

査への不安からこの日は朝から不機嫌な様子

だった。

転院初めの噴は、治療の副作用でどんなに体

調が悪くても筆者に不機嫌な様子を見せるこ

とはなかったが、この頃は、ほかの教師には見

せないが、筆者には素直に自分の気持ちを表す

ようになっていた。

「気分が悪いから勉強したくない。Jと話すA

児に、「いいよ。じゃあ、今日はお休みしょう

か。」と話すと、「ううん、勉強する。でも、早

く終わってゲームしたい。早く終わったら、い

い?J と聞いてきた。「わかった。早く終わっ

たらいいよ。」と答えると、「じゃあさ、先生に

裏技教えてあげるよ。一緒にゲームしようね。J

とうれしそうに話した。

10分はやく学習を終えて一緒にゲームをし

た後、病室を去ろうとする筆者に、「また明日

ね。先生、今日ゃった裏技、絶対やってみてよ。j

と手を振ってくれた。

〈エピソード 6:8月〉

夏休みは、院内学級の他の児童と同様に 5回

の補習授業を組んでA児と学習した。補習は、

児童ごとに日程が異なるので、ほかの児童と一

緒に病院内の教室で学習する以外にA児だけの

日が2回あった。

A児だけの日は、教科学習ではなく、 A児を

リラックスさせる活動をした。

筆者はゲーム機を持参して、活動が終わった

あとは、 A児とゲームの攻略法を話し合ったり、

キャラクターを交換したりするなど、ゲームに

関連する話題で時間を共有した。

夏休み4回目の活動日、 A児は、「このダン

ジョンが攻略できないんだ。先生、 (8月)25日

までにやってきてよ。絶対だよ。」と、筆者に

宿題を出した。筆者が、「え~、あと 1週間し

かないのに無理だよ。先生、仕事もあるのに。」

と話すと、「お願い!お願い!ここができない

と次に行けない。ね、代わりに先生の欲しかっ

たOO(ゲームのキャラクター)をゲットしとい

てあげるからさ。」と言った。

5回目の活動日、筆者が睡眠時間を削って

攻略したダンジョンの情報とA児がゲットした

向，“Fq
u
 

キャラクターの交換をした。

② Kの病院の院内学級との交流

〈エピソード 7: 6月30日〉

1クール目の治療でA児の治療のサイクルが

わかったので、 2クール目の治療の後、 A児の

状態が安定する頃合を見計らって転院前に在

籍していたT病院とSkypeを使って交流した。

パソコンの画面に以前学習していたT病院

の院内学級が映り、その時の担任が呼びかける

と、はにかみながらも手をふって応えた。

A児はこの交流で、 T病院で一緒に勉強して

いた教師や友だちと30分近くおしゃべりを楽

しんだ。

〈エピソード 8:転院後から7月いっぱい〉

A児は、 T病院の院内学級で、生活科の一環

として朝顔の種を植えて育てていた。「僕が植

えた朝顔、どうなてるかな ?J

転院直後、 A児は、植えた朝顔のことを気に

する発言をしていた。

S病院は、免疫力が低い児童が多く入院して

いることから、病院内で植物を育てることはで

きなかった。そこでT病院の時の担任と相談し

て、毎週SkypeでA児の朝顔の写真を送っても

らうようにした。

A児は、毎週、 T病院から届く朝顔の写真を

見て、「葉っぱが増えてる。Jiつるが出てるよ、

先生。Jiあっ、つぼみだ。花、何色かな ?Jなど、

思ったことを口にしていた。

毎週届く朝顔の写真で観察日記を書き、その

日記を前籍校に送った。

③ 前籍校とのICT交流

〈エピソード 9(学校たんけん):9月6日〉

1年生では、入学した学校に慣れるため、生

活科のカリキュラムとして学校探検が計画さ

れている。しかし、 A児は入学後すぐに入院し

ているため学校探検を経験できない。そこで、

Facetimeを使って学校探検をおこなった。

ICT交流のため前籍校を訪れていた本校職員

が、学校内をFaceTimeのカメラで映して説明

するのをA児が見て学習した。以前にパソコン

ソフトを使って学校訪問のシュミレーション

をした時には、画面の中の動画では自分の学校

としての意識が薄く意欲も低かった。だが、前

籍校でのシュミレーションは、自分の学校だと

自ら話していた。また、シュミレーションでは、

学校の主要場所を映すだけではなく、校長、教



長期入院の児童の，心理的支援

頭をはじめ、養護教諭や司書教諭など、前籍校

に戻った時に関わるであろう教師が話しかけ

たり、質問したりしたので、より本当の学校探

検に近いシュミレーションをすることができ

た。

学校探検のシュミレーションの前には「俺、

ムム小学校のことよく知らない。」、 fC先生は

知ってるけど、ほかの先生はよく知らない。(小

学校に)もど、った時、声かけられたらこまるな。

あ~、もどるの、ちょっと不安。」と話してい

たが、シュミレーションの後は、「先生、みん

な優しそうだ、ったね。俺、早くムム小学校に行

きたい。」とうれしそうに話していた。

〈エピソード10(特別活動):9月6日〉

A児は、一度も前籍校のクラスメイトと顔を

合わせたことがなかった。そこで、初めの交流

は、お互いの顔合わせを兼ねて特別活動で設定

した。

交流は、 Skypeで訪問学級とクラスをつなげ

て行った。

A児は、自己紹介と鍵盤ハーモニカの演奏を

披露し、クラスは、全員の自己紹介、小学校の

校歌と音楽で学習した曲の合唱を披露した。ク

ラスの友だち一人ひとりが、自己紹介の後にA

児に、 fA君の好きなスポーツは、何ですか ?J、

「病院のご飯は、おいしいですか ?J、f(小学校

に)もと、ったら、一緒にサッカーしようね。」な

どと、質問したり呼びかけたりしたので、それ

にA児が、「僕は、サッカーが好きです。J、「病

院のご飯はちょっとおいしいです。」、「はい、

一緒にやろうね。j などと応えて、楽しくコミュ

ニケーションできた。

A児は、はじめ、「どうしよう、俺、ちゃん

とできるかな。J f先生、話しかけられたら何て

言えばいい ?J と話し、緊張して硬い表情で

あったが、交流がすすむうちにリラックスした

明るい表情になり、笑顔も見られるようになっ

た。

A児とクラスの児童との関係が少し身近に

なったことが、前籍校の担任の話やA児を含め

た児童たちの表情からわかった。

④ 考察

この時期は、 A児の苦痛や不安を受け入れ、

心身の安定を図ることを目標に心理支援を

行った。

(1)の時期と同様に、 A児との信頼関係を深

めるため、ゲームやキャラクターの話題でお

しゃべりをしたり、前籍校と手紙や作品で交流

を行ったりした。

こうした支援以外に、エピソード 7-10で示

したようにT病院や前籍校とICTを活用して交

流したり、無菌室管理の時に、 Skypeを使って

院内学級の教師や友だちと交流したりした。

A児は、治療の影響で、頭髪の脱毛、身体の

倦怠感、口内炎、幅吐など、治療に伴う体の変

化を経験し、治療期間中それに耐えていかなけ

ればならないとわかった後は、一時的に学習

に対する意欲が下がった。時には学習だけで

なく、治療に対する不安を口にすることもあっ

た。

そこで、エピソードで示したような支援を行

うことで、 A児の学習へのモチベーションを維

持させ、入院生活や治療への不安和らげるよう

にした。そして、 A児を応援してくれる他者が

たくさんいることを意識させるようにした。

また、活動が制限される入院生活のストレス

を少しでも少なくするために、実体験できない

観察や見学などの活動をインターネットツー

ルを活用して疑似体験活動を増やしていった。

(3)完全無菌室管理期(10月下旬"-'1月中旬)

① FaceTimeで、のおしゃべり

〈エピソード 11: 11月25日〉

保護者に完全無菌室管理になる前に、完全無

菌室管理の時でもA児の様子が知りたいから

ドアについた窓からA児を見られるようにして

欲しいと頼むと、保護者は快く了解してくれ

た。そのおかげで、 A児の体調が著しく悪い時

以外は、無菌室のドアについた窓からA児の様

子がわかるようになっていた。

移植後、副反応で腰痛がひどく、全身の皮膚

が赤くなったりするなど、体調不良が続いてい

た。

筆者がドア越しの様子を見ながら声をかけ

ると、時にはアイコンタクトをするのが精一杯

の様子だ、ったり、こちらから声をかけても返事

をしない日が続いた。

「ちょっときついようで、食事もとれないし、

元気もないんですよね。」と心配そうに話す保

護者に、 FaceTimeで交流したいことを伝える

と、 fAとも話をして、調子がよさそうな時に

お願いします。」と言われた。

保護者に話をしてから1週間後、病院の許可

。。
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をもらって、完全無菌室に殺菌消毒をし、か

つ、透明パッケージに入れたEmobileWiFiと

iPodtouchを保護者に持って入ってもらい、

院内学級とインターネットでつないでA児と

FaceTimeを使っておしゃべりをした。

おしゃべりをした時A児は、移植後の副反応

の影響がすこしおさまったのか、体調は良さそ

うであった。

「これ、 2っとももうできたよ。Jと、好き

なキャラクターのプラモデルを2つ見せてくれ

た。「もっと時間がかかるかとd思っていたのに、

すぐできちゃってつまらないよ。」とA児が口

をとがらせながら言うと、「手伝ってもらった

くせに"'-'J と保護者がぽそりと肱いた。 fあっ、

ばらすなよ"'-'J と不満そうに漏らし、筆者に

向かつてぺろっと舌を出して、「ちょっとはね、

手伝ってもらった。こことかさ。」と、プラモ

デルを見せながら言った。

② 前籍校の担任のお見舞い

〈エピソード12: 12月12日〉

前籍校の担任(C先生)には定期的にA児の様

子を伝えていた。

移植後の副反応がひどく、体調不良が続いて

いた時、 A児を元気づけようとC先生に、クラ

スからの励ましのメッセージをもらえないか

と相談すると、快く了承してくれた。

C先生は、電話で「すぐに届けます。」と話

した 1週間後、メッセージを直接病院に持って

きてくれた。

そして、 ドア越しにA児と対面した。 C先生

が「久しぶりだね。」と手を振ると、 A児は、

驚いた顔をしたが、はにかんだように笑った。

筆者に、ゼスチャーで声が出ないことを伝えて

欲しいと言ってきたので、 A児が見ている前で、

「今、 A君は口内炎がひどくて声が出せなんで

すよ。ほんとは、 C先生といっぱいおしゃべり

したいんでしょうけど。j とA児に聞こえる大

きさで話すと、完全無菌室の中でA児は大きく

領いた。

C先生は、「また会いに来るから、その時に

いっぱいおしゃべりしようね。」と言い、頑張

れと胸の前でぐっと拳を握った。 A児は、うれ

しそうに笑った。

C先生は、 A児と話した後、保護者とも話し

た。保護者は、 C先生が面会に来てくれたこと

がうれしかったと話していた。
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③ 前籍校との手紙や作品での交流

〈エピソード13: 12月12日〉

お見舞いに来たC先生は、前籍校の学級の

子どもたち一人一人のメッセージと顔写真を

貼った、模造紙 1枚の大きさのクリスマスツ

リーを持ってきた。

完全無菌室は、持ち込みが制限されているた

め、 A児には、メッセージツリーを窓越しに見

せた。

〈エピソード14:1月11日〉

C先生とクラスメイト全員から年賀状が届い

た。年賀状は、ラミネート加工したあと殺菌消

毒して保護者からA児に届けてもらった。 A児

は、メッセージツリーに続いて年賀状をもらっ

たことをとてもうれしかったと話した。

年賀状が届く前日、保護者より骨髄が生着し

たと連絡を受けていた。

保護者は、「やっと安心できます。これからま

だ大変だとは思いますが、小学校に戻れる見通

しが、少し見えてきました。」と話した。

生着したことはA児も知っていたので、届い

た年賀状は、 A児には何よりのプレゼントだ、っ

たと保護者は笑った。

④考察

この時期は、完全無菌室に入り、行動制限、

面会制限、食事制限、外から持ち込む物への接

触制限など、生活制限が大きく、身体的にも心

理的にもストレスが大きくかかる時期なので、

これまでのどの時期よりも心理支援が必要な

時期であった。

人懐こく、おしゃべりが大好きなA児が、こ

れまでに経験したことのない身体的症状や心

理面での苦痛やストレスにより、時には他者と

の接触を避けることも見られた。いつ完全無菌

室から出られるかもわからない状態で、保護者

や医療スタッフ以外接触がないことに、 A児は

心身共にかなりきっかったようだ。

このため、 A児のストレスを減らし、病気に

向き合うための活力を得るため、応援してくれ

る他者がたくさんいることを自覚できる心理

支援を行った。

エピソードの他、毎日保護者から様子を聞い

たり、ドア越しに声をかけたりした。それから、

T病院の院内学級の教師や友だちからのメッ

セージやS病院の院内学級の教師たちからの動

画メッセージなども届け、 A9cの治療へのモチ
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ベーションを維持できるように努めた。

(4) 移植後 (1月中旬~3月)

① ICT交流

〈エピソード15:2月14日〉

A児は、完全無菌室が出た後、順調に回復を

見せていた。 3月初めにも退院できそうだとい

う医師の話を聞いて、前籍校へ復帰することを

想定してのICT交流を行うことにした。

前籍校に復帰することが見えてきたA児は、

「みんなと同じように勉強できるかな ?J と復

帰後の学習への不安をのぞかせていたので、 A

児の不安を和らげるために、教科学習での交流

を計画した。

ICT交流は、完全無菌室に入る前に 2回行っ

ていた。 2回目は，教科学習の様子が見たいと

のA児の要望を受けて， A児が得意な算数で設

定して行っていたので、今回は、国語で行うこ

とにした。

教師の一斉指導の時には，黒板にカメラを向

け，板書内容が見えるようにし，マイクは教壇

の近くにおいて，教師，児童双方の声が聞こえ

るようにした。また，発表の時には，発表する

児童や教師の表情が見えるようにカメラを動

かした。発表の時には， A児も参加して，クラ

スの児童の発表や教師の説明を聞くだけでな

く， Skypeを通して自分の意見を発表していた。

この交流を通して， A児は， 2回目の算数に

引き続き、前籍校での国語の学習のスタイルを

学び，ノートの取り方，発表の仕方など，クラ

スの児童と同じ体験をすることができた。

一緒に学習できたことにより， iみんなと同

じベース，同じ内容で勉強することができるの

かな?JというA児の不安は、交流後、「みんな、

書くのが早くて大変だったけど、俺も同じよ

うにできたよね ?J と筆者に訊ね、筆者が笑っ

て「ばっちり 1Jと言うと相好を崩したA児の

顔から、少し解消されたように思えた。

学習終了後，少しだけクラスの児童とおしゃ

べりできた。久しぶりにも関わらず、変わらな

い笑顔、態度でA児と話す児童たちの様子と、

彼らと変わらない様子で話すA児の姿から、ま

た少しA児とクラスの児童との距離が縮まった

のを感じた。

② クラスメイトとの対面

〈エピソード16:3月9日〉

完全無菌室管理から出た後、はじめは、 3月
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には前籍校へ復帰できるかと思われていたが、

A児の状態から、復帰は2年生になってからに

なった。

1年生で復帰することを想定して前籍校と

積極的に交流していたので、 A児も前籍校の児

童たちも直接会いたいという気持ちが強かっ

た。

そこでC先生と相談して直接対面する機会を

作った。

医師から、前籍校の駐車場で、車のガラス越

しでならいいという許可をもらい、保護者にA

児と前籍校に行ってもらった。

前籍校の休憩時間にA児が行くと、児童らは

C先生と一緒にすでに駐車場で待っていてくれ

たようだ。

A児の車が停車するとすぐに、児童らはわっ

と集まって車を囲み、窓ガラス越しに口々にA

児に向かつてしゃべりだしたようだ。

A児は、「みんながいっぺんにしゃべるから、

びっくりした。」と、後日筆者に語った。「何て

言ってた ?J と聞くと、「あんまりよく聞こえ

なかったんだけど。」と眉をひそめた後、 i2年

になっても同じクラスになろうね。とか、いつ

サッカーできる?とか、元気になったね。とか、

そんな感じ。」と少しはにかみながら話してく

れた。

③筆者とのゲームバトル

〈エピソード17:3月23日〉

A児の院内学級での最後の授業の日、かねて

より約束していた筆者とA児のゲームバトルを

した。

1年近くかけてお互いに育てたキャラク

ターを 3匹選んでのゲームバトル。最高レベ

ルのキャラクターを 5匹持っているA児に対し

て、最高レベルまで達したキャラクターを持っ

ていない筆者は、圧倒的に不利だった。

「今のままじゃ、先生すぐに負けちゃうよ。

Aの100レべから 2匹貸して。Jとお願いする

と、「しょうがないなあ、じゃあ、俺が指定し

たやつでいい ?J とA児の5匹の中では比較的

弱いキャラクターを2匹貸してくれた。

そして対戦。初めから勝つつもりはなかった

のだが、どうしたわけか、筆者が勝ってしまっ

た。

「うそだろ-1先生に負けた 1Jとショック

を隠せないA児に筆者も戸惑った。だが、下手
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に同情するのはだめだろうと思い、筆者は、素

直に勝利を喜んだ。喜ぶ筆者を見てA児は悔し

そうにしていた。

「次はキャラクター貸さないからな。自分の

で勝負しろよ。Jと言い、外来で通院してきた

時の再戦を約束した。

A児は、「先生、育てるの遅いから、貸した

やつは次まで預けといてやるよ。自分のやっ、

それで100レベまで育ててよ。J と言って、再

戦までA児のキャラクターを貸してくれた。

④考察

移植という治療の大きなヤマを越えたA児

は、この時期、治療への不安よりは前籍校への

復帰に対する期待と不安を口にすることが多

くなっていた。

そこで、前籍校への復帰が円滑に進むことを

意識して支援を行った。

エピソード以外には、前籍校と合わせた学

習進度で授業をすすめたり、 C先生やクラスメ

イトとの作品や教材の交流をこれまでの時期

よりは多くしたりするなど、 A児の心理的な安

定を図る支援よりは、学習支援、交流支援のウ

エイトを大きくした。

その結果、 A児は、前籍校へ復帰すること

を心待ちにするようになった。

また、共通のゲームを通してA児との信頼関

係を深めてきた。筆者が携帯型のゲームをして

いたのは、 15年ほど前の事だったので、本当

に久しぶりのゲーム体験だった。だが、この

ゲームを通してA児との距離が近くなったこと

で、 10か月の支援はとてもやりやすかった。

院内学級という特殊な環境での師弟関係で

は、児童の趣味や興味関心に合わせたアプロー

チすることは、とても有効な手段であると感じ

た。

IV. 総合考察

長期入院する児童は、治療や前籍校への復学への

不安をかかえている。児童一人一人、不安の原因、

表し方や様子は異なるが、訪問学級の教師として、

この不安を少しでも解消できるよう心理支援をする

ことは大切なことである。

本研究では、長期入院している児童への支援を4

つに時期に分け、検証してきたが、それぞれの時期

の児童の心理状態や治療の状況に合わせて、それぞ

れの時期で必要と思われる支援を行うことが児童の

長期入院中の心理安定につながることがわかった。

心理支援の根幹は、やはり児童との信頼関係を築

くことであろう。

支援する教師と児童との信頼関係や心の距離は、

病院での治療や院内学級での活動のモチベーション

に大きく影響してくる。

そこで、年間を通して信頼関係を築き、心の距離

を縮めることを意識して支援した。特に、長期入院

して治療や学習を行うスタートである(1)の時期は、

教師(筆者)とA児との信頼関係を築き、お互いの心

の距離を縮めることを基軸に支援を行った。

筆者がその手段のーっとして選んだのは、エピ

ソード 2、5、6、17で示したゲームの共有である。

共通のゲームの話題は、 A児の体調がいい時はもと

より、移植後の副反応で苦しんでいる時もA児との

心の距離を縮め、筆者との信頼関係を深めてくれた。

そして、ともすれば苦痛や不安で自分の内面に閉じ

こもろうとするA児の心を聞き、外界へ向かうモチ

ベーションを上げてくれた。

エピソード17のA児からの挑戦状は、筆者とA児

の信頼関係が転学後も続くほど強くなったことを示

唆するものである。

A児は、長期入院に伴う様々な不安を乗り越え、

新しい生活への一歩を踏み出した。新しい生活は、

期待もあるが不安もあるだろう。 A児は、これから

始まるであろう新しい生活への期待と不安を挑戦状

の形で継続的な筆者の見守りを求めるメッセージを

残したと推測された。

さて、 A児への支援から、他者との関係性を広げ

ることも長期入院している児童の心理支援には大切

であることがわかった。

筆者は、 (2)、(3)、(4)の時期は、(1)で築いたA児

との信頼関係を基軸に、多くの他者との関係性を広

げて、 A児に、前籍校に復帰した時大切なスキルと

なる人と関係性を形成する意欲を高めた。

他者とのつながりを広げる有効な手段のひとつと

して、交流があげられる。

近年では、エピソード 3、 4、13、14で示し

たような手紙や作品での交流の他に、エピソード

7、8、9、10、11、15で示したようなSkypeや

FaceTimeなどを活用してのリアルタイムでの交流

が可能になった。信頼関係を形成するための媒介

となるツールを機能させることにより児童が交流

を必要とする人たちとの距離感を縮めることがで

きた。媒介となるツールを通して筆者との関係性

が深まり、さらにその関係性を支えに、 Skypeや

-56-
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FaceTimeのツールを通してA児が交流を必要とす

る複数の他者との距離感を縮めることができたこと

が、児童の不安を和らげることにつながったと思わ

れる。

そして、児童を支援するのは、在籍している学級

だけではなく、転院前の学級、前籍校、そして、 M

特別支援学校全体と多くの人、多くの場所が連携し

関わり合うことでA児を支援してくれる複数の他者

との関係性の形成に、より良い効果を与えることも

分かつた。

より多くの他者との関係性を築き、病室の外を意

識し、外へ向かおうとする意欲を高めることが、児

童の治療へのモチベーションを高め、心理的安定に

大きく影響したことが、 A児とのおしゃべりや保護

者の話からわかった。

こうした多くの関わりを持たせるためには、担任

として、関係機関や関係者との連携を密にすること

を心がける必要がある。

本研究を通して、訪問学級に在籍する児童が病院

での生活や治療に対する不安を和らげ、退院後の生

活への希望が持てるように心の支援をすることが、

訪問学級の教師に求められていることを痛感した。

長期入院している児童の入院に伴う不安やストレ

スを和らげ、入院中の治療や学習をすすめやすくす

るためには、院内学級の教師が児童との信頼関係を

深め、心の距離を縮めることが大切である。そして、

児童だけでなく、院内学級の教師こそが多くの他者

との関係性を形成し、人的ネットワークを広げてい

くことが求められることがわかった。

付記
本研究を進めるにあたって、ご協力頂きましたA

児の保護者、病院スタッフ、院内学級の同僚ならび

にC先生をはじめとする前籍校のみなさまに深謝い

たします。皆様の今後のご発展を心より祈念いたし

ます。
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